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そ
の
人
は
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
顔
を
見
る
な

り
、
心
中
を
明
か
し
た
。
「
も
う
、
だ
め
か
も
し
れ

な
い
、
で
も
穏
や
か
な
の
。
怖
い
の
、
で
も
穏
や
か

な
の
」
と
。
そ
し
て
と
ろ
と
ろ
と
ま
ど
ろ
ん
だ
。
寝

顔
を
眺
め
な
が
ら
緊
張
が
ほ
ど
け
る
の
を
感
じ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
目
が
覚
め
た
。
今
度
は

「
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
」
と
問
わ
れ

た
。
突
如
、
強
烈
な
パ
ン
チ
を
浴
び

た
。
あ
り
き
た
り
の
言
葉
し
か
出
て
こ

な
か
っ
た
。
不
覚
を
取
っ
た
。

　
以
来
、
重
い
宿
題
が
心
を
占
め
た
。

何
か
に
つ
け
て
、
彼
女
の
心
に
届
く
言

葉
を
求
め
た
。
い
や
、
自
分
自
身
が
満

た
さ
れ
る
言
葉
が
欲
し
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
中
、
た
ま
た
ま
、
40
年
ぶ
り

に
一
冊
の
絵
本
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
は

な
を
　
く
ん
く
ん
』
。
こ
れ
だ
、
と
思
っ
た
。

　
真
冬
の
森
の
中
、
動
物
た
ち
は
、
み
ん
な
冬
ご
も

り
を
し
て
眠
っ
て
い
る
。
一
面
雪
に
覆
わ
れ
て
、
生

き
物
の
気
配
な
ど
何
処
に
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
森
の

木
々
も
枯
れ
木
の
よ
う
。
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
た

白
と
黒
と
だ
け
の
世
界
だ
。

　
と
こ
ろ
が
突
然
、
動
物
た
ち
が
み
ん
な
目
を
覚
ま

す
。
「
み
ん
な
か
け
て
く
。
み
ん
な
は
な
を
く
ん
く

ん
」
。
駆
け
つ
け
た
先
に
は
、
「
う
っ
ふ
っ
ふ

っ
」
、
笑
み
が
あ
る
。
「
う
わ
あ
い
！
」
、
踊

り
が
あ
る
。
ん
っ
？
「
ゆ
き
の
な
か
に
　
お
は

な
が
　
ひ
と
つ
　
さ
い
て
る
ぞ
！
」

　
黄
色
の
一
輪
の
花
が
ほ
の
か
な
香
り
を
放

つ
。
風
に
運
ば
れ
て
動
物
た
ち
の
目
を
覚
ま
さ

せ
る
。
そ
の
香
り
に
誘
わ
れ
集
め
ら
れ
、
喜
び

が
躍
動
す
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
香
り
！
　

新
た
な
命
が
放
つ
香
り
！
　
そ
う
読
ん
で
も
、

き
っ
と
こ
の
絵
本
の
作
者
は
許
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。

　
こ
の
絵
本
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
遅
す
ぎ

た
。
彼
女
と
一
緒
に
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

送
る
言
葉
と
し
た
が
、
そ
れ
も
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
は
要

ら
な
い
だ
ろ
う
。         

（
聖
パ
ウ
ロ
教
会
牧
師
）

 死んだらどうなるの？

　司祭　山口千寿

≪み 手 の な か で≫
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今週・来週 の 予 定

６月１３日～２６日

◇
６
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
沖
縄
週
間
（
６
・
20
～
26
）
▽
東

京
教
区
神
学
生
の
た
め
（
聖
霊
降
臨

後
第
２
主
日
６
・
６
）
▽
沖
縄
教
区

の
た
め
▽
野
宿
生
活
者
の
休
息
施
設

の
た
め
（
き
ぼ
う
の
い
え
）
▽
エ
リ

ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
の
た
め

◆
と
こ
し
え
の
平
安

２
月
12
日
　
芳
賀
　
巴
真
（
104
）

聖
テ
モ
テ

４
月
28
日
　
小
橋
　
寿
子
（
90
）

聖
ペ
テ
ロ

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

６
月
16
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

説
教  

河
野
裕
道
司
祭

▽
伝
道
師
梅
本
惣
吉
▽
司
祭
秋
山
基

一
▽
伝
道
師
山
口
千
里
▽
司
祭 

山
縣

与
根
二
▽
司
祭
東
信
行
▽
司
祭
山
縣

雄
杜
三
▽
伝
道
師
伊
木
久
次
郎
▽
司

　
１３（日）聖霊降臨後第３主日

主教巡回

　聖バルナバ教会

１４（月）人権委員会

フェスタ（イベント）

１５（火）山手Ｇ牧師協議会　

常置委員会

１６（水）教役者レクイエム

１７（木）城南Ｇ牧師協議会

フェスタ（礼拝）

１８（金）礼拝音楽委員会

２０（日）聖霊降臨後第４主日

主教巡回

　聖オルバン教会

２１（月）教役者宿泊研修会

　　（～２３日）

２２（火）銀座朝祷会

２４（木）財政委員会

公開説教

２５（金）正義と平和協議会

運営委員会

２６（土）フェスタ連絡会

祭
宅
間
信
基
▽
司
祭
寺
井
俊
健
▽
伝

道
師
山
田
チ
ヨ
▽
司
祭
堀
正
一
▽
司

祭
山
崎
正
雄
▽
司
祭
大
野
俊
朗

　
▽
礼
拝
音
楽
委
員
会
オ
ー
ガ
ニ
ス

ト
研
修
会
《
オ
ー
ガ
ニ
ス
ト
の
心
得
》

　
26
日
（
土
）
10
時
～
16
時
、
葛
飾

茨
十
字
教
会
。
講
師
＝
佐
藤
礼
子
（
聖

パ
ウ
ロ
教
会
オ
ー
ガ
ニ
ス
ト
）
。
会
費

＝
千
円
・
昼
食
持
参
。
申
込
期
限
＝

21
日
。
照
会
℡
０
４
４(

８
６
６)

２

１
２
４
・
担
当
者
。

　
▽
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン

ス
　
19
日
（
土
）
13
時
半
、
同
教

会
。
入
場
無
料
。
同
日
11
時
半
か
ら

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
。
照
会
℡
０
９
０

（
１
２
６
３
）
４
７
５
０
・
担
当
者
。

　
▽
講
演
会
と
炊
き
出
し
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
説
明
会
　
19
日
（
土
）
13
時

半
、
目
白
聖
公
会
ホ
ー
ル
。
照
会
先
℡

03
（
３
２
０
３
）
０
３
７
２  

Ｎ
Ｃ
Ｃ

飯
島
幹
事
あ
て
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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正
義
と
平
和
協
議
会

運
営
委
員
会
報
告
（
５
月
28
日
）

＊ 

管
区
・
正
義
と
平
和
担
当
者
会
議

(

７
月)

に
は
大
畑
議
長
が
出
席
。

＊
日
本
聖
公
会
総
会
報
告
。

＊
合
同
委
員
長
会
報
告
。

＊
渋
谷
・
浅
草
給
食
活
動
現
状
報
告
。

＊
神
戸
教
区
広
島
平
和
礼
拝
２
０
１
０

参
加
募
集
案
内
を
教
役
者
宛
送
る
。

＊
韓
国
社
会
宣
教
の
旅
参
加
者
の
件
。

＊
プ
レ
宣
教
協
議
会
の
件
。

＊
７
月
17
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
確
認
。

＊
運
営
規
定
の
一
部
改
正
（
運
営
委

員
１
名
増
員
な
ど
）
の
件
。

＊ 

そ
の
他
　

　
　
　
　
　

　
▽ 

東
京
聖
三
一
教
会
講
演
会
　｢

ロ

ケ
ッ
ト
の
飛
翔
」
講
師
＝
中
島
俊(

元

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
所
長
・
ロ
ケ

ッ
ト
工
学
の
権
威
）
。
20
日
（
日
）
14

時
。
照
会
℡
03
（
３
４
２
１
）
３
６
４

６
・
同
教
会
。

　
▽ 

聖
職
試
験
公
開
説
教
　
聖
職
試

験
委
員
会(

長
・
高
橋
顕
司
祭)

主
催

で
、
司
祭
試
験
の
一
環
と
し
て
６
月

24
日
（
木
・
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
誕
生

日
）
19
時
、
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖

堂
の
夕
の
祈
り
で
公
開
説
教
が
行
わ
れ

る
。
説
教
者
（
司
祭
志
願
者
）
は
大
森

明
彦
執
事
（
八
王
子
復
活
教
会
牧
師

補
）
と
中
村
淳
執
事
（
東
京
聖
マ
ル
チ

ン
教
会
牧
師
補
）
。
来
聴
歓
迎
。

　
▽ 
聖
公
会
神
学
院
聖
書
セ
ミ
ナ
ー

《
聖
書
の
深
み
へ
共
に
旅
を
す
る
》

～
神
の
創
造
で
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
め
ぐ
っ
て
～
　
同
院
で
続
け

て
き
た
「
女
性
神
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の

名
称
を
あ
ら
た
め
、
当
初
か
ら
大
切

に
し
て
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
て
再
開
。
７
月
３

日(

土)

か
ら
年
内
全
７
回
（
会
費
８

千
円
）
10
時
半
～
12
時
半
。
申
込
期

限
＝
６
月
25
日
。
照
会
℡
03
（
３
７

０
１
）
０
５
７
５
・
同
院
。

　
▽ 

速
水
敏
彦
司
祭
が
生
前
に
北
関

東
教
区
の
聖
職
養
成
神
学
塾
で
行
な

わ
れ
た
新
約
聖
書
学
の
授
業
を
ま
と

め
た
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
略
解
ほ
か
』

が
北
関
東
教
区
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

内
容
は
講
義
資
料
と
し
て
準
備
さ
れ

た
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
略
解
』
『
ル
カ

福
音
書
レ
ジ
ュ
メ
』
ま
た
講
義
の
中

で
行
わ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
の
用
語
解

説
『
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
の
視
点
』
の

三
部
を
ひ
と
つ
に
。
現
在
、
東
京
教

区
事
務
所
に
お
い
て
１
部
千
円
で
頒

布
さ
れ
て
い
る
。
北
関
東
教
区
廣
田

主
教
か
ら
は
特
に
聖
職
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
50

日
本
聖
公
会
第
58(

定
期)

総
会
報
告

　　
信
徒
代
議
員
の
一
人
と
し
て
出
席

し
て
き
ま
し
た
。
合
計
31
の
議
案
は

結
論
と
し
て
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
字
数
の
都
合

で
克
明
な
報
告
は
あ
き
ら
め
て
主
な

テ
ー
マ
を
個
人
的
な
感
想
を
ま
じ
え

て
述
べ
ま
す
。

　
２
日
半
に
お
よ
ぶ
詰
め
た
議
論

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
真
正
面
か

ら
の
真
摯
な
発
言
ば
か
り
で
、
怒
号

は
勿
論
、
皮
肉
や
「
た
め
に
す
る
質

問
」
な
ど
も
な
い
ま
じ
め
な
も
の
で

し
た
。
そ
の
意
味
で
開
会
時
に
来
賓

の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議

会
）
書
記
の
上
田
博
子
牧
師
が
挨
拶

で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
「
健
全
で
祝

さ
れ
た
総
会
」
に
終
始
で
き
た
の
は

誠
に
喜
ば
し
い
も
の
で
し
た
。

　
25
日
の
午
後
は
各
委
員
会
や
検
討

デ
ス
ク
か
ら
の
報
告
を
承
認
す
る
時

間
に
当
て
ら
れ
事
前
配
布
の
報
告
書

を
読
ん
で
き
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
点
の
補
足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

後
で
審
議
さ
れ
る
議
案
の
中
で
特
に

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
報
告
の
時
間
に
も
議
案
に
至
っ

た
背
景
が
説
明
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
感
想
で
す
が
、
礼
拝
委
員
会
報
告

に
質
疑
が
多
か
っ
た
こ
と
、
青
年
委

員
会
の
報
告
や
「
平
和
宣
教
教
育
活

動
資
金
の
新
設
議
案
」
な
ど
で
中
高

生
や
青
年
に
対
す
る
期
待
と
配
慮
が

目
立
ち
ま
し
た
。
２
日
目
の
朝
か
ら

の
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
恒
例
の
議

案
や
継
続
的
な
公
祷
の
確
認
議
案
、

委
員
会
の
継
続
を
承
認
す
る
議
案
な

ど
の
他
、
じ
っ
く
り
議
論
し
た
も
の

な
ど
濃
淡
が
あ
り
ま
す
。
重
要
テ
ー

マ
で
あ
る
「
教
役
者
給
与
調
整
デ
ス

ク
」
関
連
や
「
教
区
間
協
働
担
当
デ

ス
ク
」
関
連
の
案
件
な
ど
は
二
総
会

期(

４
年)

に
ま
た
が
る
テ
ー
マ
だ
け

に
中
間
報
告
に
過
ぎ
ず
、
更
に
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
委
員
会
で
の
議

論
と
あ
わ
せ
、
教
区
レ
ベ
ル
で
の
議

論
や
広
報
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
の
宣
教
協
議
会
の

議
案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

前
に
今
年
８
月
18
～
20
日
の
プ
レ
宣

教
協
議
会
の
成
功
と
教
区
を
挙
げ
て

の
そ
の
後
の
準
備
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
３
日
目
は
決
算
・
予
算
の
議
案

の
み
を
審
議
し
ま
し
た
。
年
金
問

題
、
収
益
事
業
関
連
な
ど
、
資
金
の

不
安
は
多
い
現
状
で
す
が
、
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
へ
の
期
待
を
強
く
し
ま

し
た
。  

総
会
代
議
員
　
松 

田 

正 

人

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


